多文化共生出前講座のまとめ                                  ＠成田市立八生小学校 渡邉　浩章
１　題材名　　「コソボと日本の未来」
２  アンケートの結果（３年生８人／４年生３人 計１１名，前日と当日に実施）
	質　問
	回　答
	事前
	事後

	①外国や世界のことについて，興味を
もてましたか。


	・とてもそう思う。

・そう思う。

・どちらでもない。

・あまりそう思わない。
	　　   ０人

　　　 ５人

　　　 ３人

　　　 ３人
	       ５人

       ６人

       ０人

       ０人

	②外国の言葉や習慣を学んでみたいと
思いましたか。


	・とてもそう思う。

・そう思う。

・どちらでもない。

・あまりそう思わない。
	       ２人

　　 　４人

       ３人

       ２人
	　　　 ４人

       ７人

　　　 ０人

　　　 ０人

	③外国の人たちと遊んだり，勉強したりしてみたいと思いましたか。


	・とてもそう思う。

・そう思う。

・どちらでもない。

・あまりそう思わない。
	     　１人

       ６人

       ４人

       ０人
	     　７人

       ３人

       １人

       ０人

	④世界には，日本と違う生活習慣があることを知っていますか／勉強できましたか。

	・とてもそう思う。

・そう思う。

・どちらでもない。

・あまりそう思わない。
	       ３人

　　　 ６人

       １人

　　　 １人
	       ８人

       ３人

       ０人

       ０人

	⑤友達と一緒に，コソボと日本について考えたり，意見を出し合ったりすることは楽しかったですか。
	・とてもそう思う。

・そう思う。

・どちらでもない。

・あまりそう思わない。
	   　　
	       ６人

　     ５人
  ０人
       ０人

	⑥コソボ共和国がどんな国か，だい
たい理解できましたか。
	・とてもそう思う。

・そう思う。

・どちらでもない。

・あまりそう思わない。
	　   
	　     ８人

　　   ３人　０人

　　   ０人

	⑦コソボ共和国に行ってみたいと思いましたか。
	・とてもそう思う。

・そう思う。

・どちらでもない。

・あまりそう思わない。
	　   
	　     ８人

　　   ３人
 ０人

　　   ０人

	⑧コソボの授業で一番楽しかったことはなんですか。
○アーバー先生のプレゼンで学校生活の話／｢私と日本｣の話／コソボのクイズ
○コソボと日本の共通点や相違点を見つけたこと
○長い休み時間にアーバー先生と英語で話せたこと

	⑨コソボと日本にはどのような似ている点，違う点がありますか。(回答の概要)
文化や生活習慣，環境は相違点が多く，学校生活などには共通点があることに気付いていた。


３　成果と課題
◎アンケート結果から，外国や外国語に対する興味・関心が高まり，コソボについて知り，行ってみたいと思った児童がとても多いことが分かる。多文化共生の資質を高めていく契機になったと考えられる。
○児童もプレゼンを行ったことにより，多文化共生の視点で自分の言葉でまとめを書くことができた。
→まとめ例（趣旨）：両国にとても良いところがある。今後さらに交流を深め，共に頑張っていきたい。
○プレゼンでＩＣＴを活用することや，ワークシートなどの工夫は有効であった。
○英語によるコミュニケーションの有用性に気付き，アーバー先生と会話を楽しむ児童がいた。
○△講師が英語で話すのは良かったが，担任が通訳をすべきであった。
○△講師のプレゼン内容の重点化はできたが，カットした方が良いものもあった。
